セネガルにおける日本の宗教運動の環境主義 : 崇教真光による治癒から環境管理へ by LOUVEAU Frédérique


































                                                   
1 総合地球環境学研究所・研究部・研究員 
2 崇教真光は 1901 年法に基づいたアソシアシオンの法的地位を取得している。［なお、注
はすべて原注であり、訳注はつけていないが、本文の［ ］内は訳者が補ったものである。］ 
3 神道は多神教である。字義的には、「神の道」を指す。 
4 「教え」（« les Enseignements »)は固有の意味をもつ言葉となっている。ここで大文字






























のである。セネガル共和国環境・自然保護大臣官房長（le directeur de cabinet du ministre 
de l’environnement, de la protection de la nature et de la République du Sénégal）、ハ





れを撮影しています。テレビのニュースとして報道するために、2001 年 4 月のときのよ
うに、彼らはふたたびわれわれを撮影したいと望んでいるのです」。しかし、たとえば、ペ
                                                   
6 この番組は 2001 年 4 月 1 日に RTS で放送されたが、その他の同様の趣旨のものはイニ
シエーションを受けた者たちが環境活動をする際にも報道されている。 
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ンテコステ派の教会のようにテレビを布教のための手段として用いるといったことは
（Corten et Mary 2000; Corten, Dozon et Oro 2003; Oro 1992）、崇教真光ではみられて
いない。 






























が 1 つの機械（une mécanique）であることを理解する。人間の身体は、「呪術師の工場」
（« usines magiciennes »）を含んでおり、いわば歯車が諸器官を 1 つの円滑に動く機械の
なかに結びつけているのである。ダカールのアリマ 9は、つぎのように説明している。「身
体の内部には、多くの呪術師の工場があります。生まれてから死ぬまで、諸器官は乱れな
                                                   
9 親切にも彼らのスピリチュアルな実践の意味について説明をしてくださった、イニシエ
ーションを受けた人たちの匿名性の保護のために仮名を用いている。 









































11 イニシエーションの課程は「イニシエーション儀礼」の一部である。この儀礼は 3 日間
おこなわれる。これが終わったとき、候補者は聖なるメダル（御み霊 omitama）を受け取
り、「真光の聖なる技」によるイニシエーションをさずけることができるようなり、彼らの





















原因療法（une étiologie binaire）を提供する理由である。 

















                                                                                                                                                     
手のひらを通して神の主の光を伝えることで、お清め（okiyome）儀礼をおこなうことが
できるようになる。 
12 ken は健康、wa は社会的、職業的、家族的な調和、fu は富と物質的な快適さを指す。 


























 霊障は「バランス原則」（« principe d’équilibre »）あるいは「原因-結果原則」（« principe 



















































なげるニュートラルで受動的な「チャンネル」（« canal »）となるのである。 
 お清めの実践は人間の身体のスピリチュアルな不浄を浄化する意図をもってなされるが、
















































                                                   
15 マキとは、コートディヴォワールのオープンエアーのレストラン-バーである。 




































































とで、それらは、ス神の意志、すなわち、感謝、従順、慎ましさ（la gratitude, l’obéissance 
et l’humilité, 感謝、ス直、下座（kansha, sunao, geza））に順応する態度を獲得するため
の訓練として意図されるようになる。したがって、環境-管理活動は不可避的に、イニシエ
ーションを受けた者の身体の浄化を導く。そのことは、「すべての象徴的なシステムが、世







 崇教真光のスピリチュアルな仕事は、地上に楽園と新しい「陽光文明」（« civilisation de 
Yoko »）を創造するという大きな構想の達成に動機づけられている。この世界のなかで地
上に神政国家を建設するという観点とともに、イニシエーションを受けた者はスピリチュ
アルな次元で仕事を行う。この楽園は、「火の洗礼」（« le baptême du Feu »）の後に生じ
ると考えられている。この「火の洗礼」は、ス神が人類のためのプログラムの変更を行っ











































































戻るというものである。転生は「深い考え」（« pensée profonde »）（想念 sonen）の弱い





                                                   
16 教えによれば、波の原則は、スピリチュアルな理由づけに基づいて、いかに宇宙が作ら
れたかについての説明として言及される。 



















































































                                                   
18 イニシエーションを受けた者は、共同体としては生活しない。より大きな組織のリーダ
ーたちだけは、ある場合においては、道場に住む。 




























































全しようと試みる行動とが結びつけられている。修練会の活動は、16 歳から 35 歳までの
イニシエーションを受けた者たちによって構成される真光隊（Mahikaritaï）（若者グルー















United Nations Environment Program）の創設を導いたストックホルム人類環境会議の
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スピーチを行い、世界中の環境主義者のなかから環境保護活動のために選出されるグロー







































                                                   
19 この賞は、環境保護と保全イニシアティブのための個人や団体を表彰するものである。 









































                                                   
20 人類学の参与観察の一部として、一部の若者に国立公園での植物の移植活動に参加した。 







































ている。この国立公園は 1971 年に設立され、1975 年に拡張された。サヘル全体のなかの
希な緑色の鳥が代表的なもので、1980 年にラムサール条約によって「国際重要湿地帯」と
して分類された。この国際的な条約は保護と湿地帯の広範な利用のための枠組みを提供し
ている。1981 年に、国立公園は UNESCO 世界遺産リストに登録された。 
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この翻訳は、Louveau, F. (2011）L'écologisme d'un mouvement religieux japonais au 
Sénégal. Cahiers d'études africaines 204: 739-768.の全訳である。ルヴォー氏は、2017
年 1 月に来日され、1 月 29 日に南山大学人類学研究所で“Belonging to a Japanese 







Dozon）を主査として、高等社会科学研究院（L'École des hautes études en sciences 
sociales）にて社会人類学と民族学の領域で 2009 年に博士号を取得している。現在、セ
ネガルのガストン＝ベルジュ大学（l’Université Gaston Berger）のアフリカ-ディアス






























































されている（樫尾 1995, 1996a, 1996b, 1999, 2009; Kashio 2005）。これらの研究との視
点や分析の異同は、それぞれの学術的な伝統を浮き彫りにするという点で興味深いもの
となると思われる。なお、英語圏における崇教真光研究も一定数あり、ルヴォーの著作
のなかでも広範なレビューが行われており（Louveau 2012: chp. 1）、便利なものとなっ
ている。 
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